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第1章序論

概要1.1

本論文は自然言語処理の研究である語義識別における誤り原因の調査とonthe

Hyの類似語判定法の提案について述べる.141

現在国際化社会が進み，インターネットを通して世界中の情報を得ることがで

きる．そのため，機械翻訳における需要は上昇している．しかし日本語文章を解

読する際，多義語の語義識別という問題に遭遇する．自然言語処理の研究におい

て，機械による高精度な語義識別は求められ続けてきた．我々人間は，日常にお

いて当然のように多義語の語義識別を行ない，その単語の意味を識別しているが，

現在用いられている機械学習により得られた学習規則では，人間ほどの高精度な

語義識別はできないというのが現状である．

一般に，暖昧性をもつ語義の識別では，人間力職別容易な問題は機械にとっても

容易であり，人間が請捌困難な問題は機械にとっても困難である．しかしSenseval2

と呼ばれる多義語の暖昧性解消に関するコンテスト形式の国際会議において，日

本語の多義語の暖昧性解消のタスクとして設定された辞書タスクのいくつかの単

語では，人間が識別容易でも機械にとっては識別困難であったことが報告されて

いるlll.その例として「開発｣，｢核｣，｢精神｣，｢乗る｣，｢生まれる｣，｢かかる」が

挙げられている．本研究ではこの6単語を用いて実験を行なう．

このような，人間が識別容易でも機械にとっては識別困難な多義語に着目し，

その誤り原因を調査することは語義識別の精度向上が期待できる．

へ

/一、

＄

1.2位置付け

ここでは，語義識別における誤り原因の調査を遠方単語の影響と未知語の影響

の2つの面から行なった．遠方単語を考慮せずに人間が語義識別を行なった場合

5
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でも，考慮した場合と同様，正解率が機械よりも大きく高い．このことから遠方

単語の影響は小さいと考えられる．また，トレーニングデータに未知語が減るよ

うに作為的に事例を数個増やした場合，正解率が大きく向上する．このことから，

未知語の影響が大きいと考えられる．未知語の影響をなくすために,ontheflyの

類似語判定法を提案する．そこではコーパスを用いて単語間の類似語を判定する．

これを語義識別に応用する．

1.3 本論文の構成

本論文では始めに，多義語の語義識別についての説明を行なう．次に，従来よ

り使用されてきた機械学習における語義識別の手法について述べる．その後に本

研究で着目した，語義識別の誤り原因と考えられる遠方単語の影響，未知語の影

響についてそれぞれの影響力を調査する．また，未知語の影響力を軽減させるた

めの手法として,ontheHyの類似語判定法の提案を行なう.ontheflyの類似語

判定法を語義識別に応用した実験の解説と結果を示し，その結果に対する考察を

行なう．

6
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第2章多義語の語義識別

多義語の語義識別の例として，ここでは「核」という単語を用いる．｢核」には物

事の中心(となるもの)，物の中心の部分，細胞核，核兵器，草や木の芽生える種

という意味がある．人間は文脈上から，どの語義となるかを瞬時に判断し識別す

ることができる．これを多義語の語義識別という．今回使用した単語は以下の語

義で示されている．（11

表2.1：「うまれる」の語義

単語 語義

うまれる 1， 母体から子や卵が，その時期が来て，出る．ま

た，卵からかえる．出生する．誕生する．「男子

が一」

2， 今までなかったものが出来上がる.｢新記録が－」

7



単語

開発

角

単語

角
核

1，

ア），

イ），

2，

1，

2，

ア）

イ）

3,

，

，

表2.2：「開発」の語義

事例

開きおこすこと

(天然資源などを）人間生活に役立たせること.｢電

源一」

現実化すること．実用化すること.｢新製品の－」「研

究一」

教育で，問答などを使って自発的にわからせる方法

表2.3：「核」の語義

事例

物事の中心(となるもの)．かなめ.「－になる」

物の中心の部分.「地一・痔一（じかく)」

細胞核.「－膜・一分裂」

原子核．また，核兵器.「一の持ち込み」

草や木の芽生える種．内果皮の硬化したもの．「一

果」

8



表2.4：「のる」の語義

r~､

戸1

9

単語 事例

のる 1

2

，

,

ア）

イ）

3,

ア）

イ）

ｳ）

ﾆエ）

オ）

4，

，

，

，

，

Ｐ
ｐ

，

運送用の物の上や内部に移る．「馬に一」

(持ち上げられて）物の上に移る．

物に上がる．「台の上に－」

上に置かれる．載「机に一っている本」

動き，調子によく合う

勢いがついて物事力惟む状態にある.｢仕事に気が一

らない」

他のものの調子にうまく合う．「リズムに－って踊

る」

十分によくつく．「あぶらの一つた肉」

物事をする仲間・相手になる．「相談に－」

他からのたくらみにまんまと引き込まれる．「計略

に一」

伝える手段に託せられる．「電波に一って広まる」 ●

特に，新聞・雑誌・書物に記される．｢社会面に一つ

た記事」



fヘ

表2.5：「精神」の語義

単語 事例

精神 1， 人間の心．非物質的・知的な働きをすると見た場合

の心.「一現象」「－力」

2， 生命や宇宙の根源と考えられる存在．

3， 一般に，物事の根本の意義.｢立法の一」

〆｝
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表2.6：「かかる」の語義(1)

fー、

P､

11

単語 事例

かかる ア）

(a)

9

， つるされる．ぶら下がる.｢風鈴が軒に一っている」

(b),繁留される．停泊する.｢船が一」

(c),料理などのため火の上にすえられる.｢なべがガス

に一っている」

(d),人目につくようにとめ揚げられる「額が一つたお

堂」

イ)，曲がった物，とがった物，刃物，張った物，仕組

んだ物にとらえられる．ひっかかる.｢ホックがうまく一

らない」「凧が電線に一」「わなに－」「催眠術に－」

ウ）

(a)
，
り 物事がそれでとらえられる．「お目に一」「気に一」

者(b),そこで扱われる．「医に－」

(c),持ち出されてそこにとまり，または，それで処理

される．｢重すぎてはかりに一らない」「計算機に－よう

なデータ」「裁判にかかる」

エ ），

(a),倒れてしまわないように，それを頼みとする.｢女

にもたれ一」

(b),心をそれに寄せて頼みにする.｢老後は次男に一つ

もりだ」

(c),大切なものが代償となる.｢優勝の一つた一番」成

功した時の賞として約束される．「敵将の首に百両一つ

た」

(d),契約した状態にある.「この建物には保険が一って

いる」



表2.7：「かかる」の語義(2)

へ

へ

12

単語 事例

かかる ア)，それをかぶった（浴びた）状態になる.｢泥水が一」

それが他の物をおおう．「カバーの一つた本」

イ)，他の行動の結果としてこちらに負担・不利が生ず

る．「迷惑が－」

１
１
ウ
い

，

， 課される．「税が一」

(b),つぎ込む必要がある．要る.｢時間が－」

(c),働き・力が（いっそう）加わる.｢気合が一」「圧力

が一」

(d),3蛍序的な態度に出る．

(e),掛算をしてある結果となる.「その値には安全係数

が一っている」

エ ）

オ）

ウ

，

交配される．「スピッツにテリアが一っている」

とりつかれる．病気になる．「結核に一」



単語

かかる

/~、

/ー､

表2.8：「かかる」の語義(3)

事例

ｱ），

(a),(両端を支えとし）またぐように渡される.｢川に橋が一」

(b),細長い物が他の物のまわりに渡される.「ひもが一つた」

，イ）

(a)， 声や言葉が送られる．「電話が－」

(b),開いたり働いたりしないように，それが施される.｢部屋にか

ぎが一っている」

(c),そこに作用が向かう．｢誘いが－」「麻酔が－」

(d),道具・機械が働きをする.「エンジンが－」

pウ）

(a)， 物事が関係する．それに関する．「国家機密に一重大事件」

(b),かけ言葉で表現される.｢沼津食わずのヌマズには飲マズが一つ

ている」

(c),その語句の文法的な働きが他の語句に向かう．「色よく咲くの

イロヨクはサクに－」

エ )，動作･作用・状態がそれに（まで）及ぶ.｢坂道に（さし）一」

オ)，張りめぐらしたり仕組んだりして，作られる.「くもの巣の一つ

た天井」

力）

(a)

，

， 攻撃をしに向かう．｢素手で一」

(b),仕事と取り組む（ために手を着ける).｢工員五名が作業に－」

13
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表2.9： ｢かかる」の語義(4)

単語 事例

かかる ア)，ちょうど…する.｢その時，自動車が通り一つた」

イ）， …しそうになる．「死に一」

戸、

14
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第3章従来手法

ここでは，従来より使用されてきた語義識別における機械学習の手法について説

明を行う．

3.1NaiveBayes法

語義諸捌における機賊学習の手法は様々なもの力蝋告されているが，本研究では

NaiveBayes法を用いる．その理由としては,Senseval2の辞書タスクでは,Naive

Bayes法が最も良い成績を収めたと報告されているためである.l1l

機械学習による学習規則を用いて語義識別を行なう場合，主に統計的手法を用

いる．まず多義語の素性に着目する．ここでいう素性とは，識別対象の前後に存

在する内容語を指す．多義語の前後にある素性を学習させ，文脈上にある素性が

現われた場合，最も現われる確率の高い語義を識別結果として返す．

ある事例範が要素ベクトルとして以下の様に表せるとする．

"=(",,"2,…,"m)

ここでzを構成する各要素は，多義語の前後にある素性を示している．

またZの分類先のクラスの集合を以下の様に表せるとする.．

C={C,,C2,…,ck}

ここでCを構成する各要素は，多義語の語義を示している．

文脈上にある要素ベクトル〃が出現した場合，クラスQとなる確率が最も高い

ものが識別結果となる．つまり語義識別を行なうにはP(Q|")を最大にするciを

求めれば良い．ベイズの定理より,P(Q|z)は以下の様に表せる．

15
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●●● '○○○'○○'○|核'○'○○'○○○’
－1■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－。■■■■■■■■■■■■■■■■■■－

x Sxjxlx2X4x6

前後の内容語を素性とする

図3.1:素性の説明

●●●

P(GIz)=P(."|")
P(")

ここで,P(")I杯変であるので,P(cil")力撮大となる確率を求めるには,P(Q)P(zIQ)

を最大にするCiを求めれば良い．P(Q)は事後確率であるのでクラスの割合など

から比較的容易に推測できる．しかしP("IG)は，クラスαが出現したとき，要

素ベクトルz力覗われる確率であるので推定が困難である．ここで以下のように

仮定する．

m

P("lc)-HP("ilc)
i＝1

この仮定により，要素ベクトルの全てを一度に考慮せず,P(:z,lc)の総積を考え

ることで結果としてP("lc)が推定できる．これをNaiveBayes法という．{51

実装したNaiveBayes法を用いて本研究で用いた単語の正解率を示す．

表3.1:NaiveBayes法を用いた正解率(%)

単語

開発

核

精神

乗る

生まれる

かかる

16

正解率

61.0

70.0

65.0

54.0

69.0

54.0



if(直前の証拠
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図3.2:決定リストの表現形式例

単語全体の正解率は，名詞76.9％，動詞78.0％となった．よって，本研究に用

いた単語は全体と比べ正解率が低いということが分かる．戸､

3.2その他の手法

その他の手法を示す．｛6]{71{81

3.2.1決定リスト

決定リストとは従来より語義選択問題に適用されてきたクラス分類手法の一つ

である．

特定の辞書に基づいて意味タグ（語義）が付与されたコーパスであれば，品詞

付けと同様の手法により語義付与が可能かも知れないが，意味タグつきコーパス

を作成するコストは非常に大きい．そこでYarowskyは，語義が付与された少数の

初期データ(seedcollocation)から，教師なし学習により語義選択のための確率

モデルを作製する方法を提案した．その確率モデルが決定リストである．

決定リストはifthenのルールを学習する手法と言える．

決定リストの規則の表現形式は容易であり，直感的で分かりやすい構造をして

いる．語義の選択に影響を与えるための証拠(e"idense)がリスト状に並んでお

り，その順番は証拠の強さ（予測力）の順番で降順にソートされたものである．証

拠としては，様々な単語共起の形（単語･品詞及びその位置関係）が考慮され，予

測力はその証拠e"denseiのもとで，語義SenSeaと語義SenSebが選ばれる確率と

の対数尤度比で表される．

/ー、
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テキスト中の単語の語義は，文脈中に存在する様々な証拠から総合的に判断す

るのではなく，最も予測力の高い一つの証拠に基づいて決定される．例えば表に

英単語"plant"の語義選択に関する決定リストの例を示す．

表3.2:"plant"における決定リストの例

へ、

英単語"plant"には「植物(LIVING)」と「工場(FACTORY)」という2つの意

味がある．この決定リストでは,"growth"""height"という語が'plant"の直後に

あれば｢植物」を意味し,"car"､''union"が周辺(±ん語以内)にあれば｢工場」を

意味するとしている．倖、

3.2.2サポートベクトルマシン法

サポートベクトルマシン法は，空間を超平面で分割することにより2つの分類

からなるデータを分類する手法である．このとき，2つの分類が正例と負例からな

るものとすると，学習データにおける正例と負例の間隔（マージン）が大きいも

のほどオープンデータで誤った分類をする可能性が低いと考えられ，このマージ

ンを最大にする超平面を求めそれを用いて分類を行なう．通常，学習データにお

いてマージンの内部領域に小数の事例が含まれてもよいとする手法の拡張や，超

平面の線形の部分を非線形にする拡張（カーネル関数の導入）がなされたものが

18

共起単語（証拠） 予測力 語義

plantgrowth

car(±k語以内）

plantheight

unlon(±ん語以内）

equipment(ztk語以内）

assemblyplant

nuclearplant
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9.64
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9.54

9.68
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図3.3:マージン最大化

用いられる．この拡張された方法は，以下の識別関数を用いて分類することと等

価であり，その識別関数の出力値が正か負かによって二つの分類をすることがで

きる．

侭、

'%("(…）
maxi,yj=_,6j+mini,"=_,6j

6＝－
2

6M=Zα鋤K(Xj,xi)
j=1

ただし,Xは識別したい事例の文脈(素性の集合）を'Xiと険(j=1,…,/,Z/jE

{1,-1})は学習データの文脈と分類先を意味し，関数s9泥は，

'垂､

{L:|;"#"s9wM(")=

であり，また，各αfは以下の制約のもと,L(o')を最大にする場合ものである．
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Ｊ
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また，関数Kはカーネル関数と呼ばれ，様々なものが用いられるが，論文{71

では以下の多項式のものが用いられている．

K(x,y)=(x･y+1)d

C,dは実験的に設定される定数である．ここで,qj>0となるXiは，サポー

トべｸﾄﾙと呼ばれ,通常,/(x)=sg"(E!-K(xi,x)+b)の和をとってい
る部分はこの事例のみを用いて計算される．つまり，実際の解析には学習データ

のうちサポートベクトルと呼ばれる事例のみしか用いられない．

サポートベクトルマシン法は分類の数が2個のデータを扱うもので，通常これ

にペアワイズ手法を組み合わせて用いることで，分類の数が3個以上のデータを

扱うことになる．

ペアワイズ手法とは，Ⅳ個の分類を持つデータの場合，異なる二つの分類先の

あらゆるベア（Ⅳ(Ⅳ－1)/2個）を作り，各ペアことにどちらがよいかを2値分

類器で求め，最終的にⅣ(Ⅳ－1)/2個の2値分類先の多数決により，分類先を求

める方法である．

3.2.3数量化2類

数量化2類(quanti6cationtheorytype2)は,「目的変数である場合」の解析手

法の一つで，説明変量（外的基準）を予測する式を求めるものである．数量化2類

では，説明変数のデータ形態がカテゴリーデータである．すなわち，カテゴリー

変量の説明変量をもとに目的変量であるカテゴリーの帰属を予測する，又，カテ

ゴリーにあてはまるかを判別する技法である．

カテゴリースコアの求め方

1）外的基準と説明変数のクロス集計を行なう．

2)以下の式を用いて計算を行なう．

泥1九2

(竿寺響)× "1+"2

3）説明変数相互のクロス集計を行なう．

20
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図3.4:数量化2類に適応するデータ

4）以下の式を用いて計算を行なう．

ノ(肱"‘")-器…”

5）求めるカテゴリースコアを吹のように定義する．

内
(Mij(j=1,…，アイテム数,j=1,…,カテゴリー数）

6）連立方程式Xq=6を立て解く．

7）連立方程式の解をカテゴリースコアに変換する．

・加重平均を算出する

加重平均はアイテムに対する各カテゴリーの回答者×それにリンクする連立主

式の解でそのアイテムの加重平均が算出される．

・カテゴリースコアは，連立方程式の解から加重平均を引くことで算出される

それにリンクする連立方程

21
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判別式

判別式は以下のように表すことができる．

〃＝アイテム1のカテゴリースコア＋…＋アイテム〃のカテゴリースコア

このようにして求められた値yをサンプルスコアと呼ぶ．また，サンプルスコ

アをもとに外的基準のどちらの郡に属するかを判断した結果を推定群という．こ

れに対して事実，つまり同じサンプルを実際に調査して得られたデータを実績群を実績群れに対して事実，つまり同じサンプルを実際に調査して得られたデ

という．判別式の結果により，対象がどの群に属するか判別できる．

22
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第4章誤り原因の特定

4．1 遠方単語

ここでは，文脈上における識別対象の多義語の前後3単語を周辺単語と呼び，周

辺単語よりも離れた位置にある単語を遠方単語と呼ぶことにする．人間が正確に

多義語の意味を識別できるのは，識別対象の多義語とその周辺単語だけではなく，

文章全体を見ているからだとも考えられる．つまり遠方単語をも識別の判断材料

としているからだと考えられる．一方，多くの機械学習の手法では，遠方単語を

考慮せずに，識別対象の多義語を中心とした周辺の数単語だけを見て語義識別を

行なっている．つまり遠方単語が人間と機械の差を生じさせている原因として考

えられる．

ここでは人間が機械学習の手法と同様に，識別対象の多義語を中心とした周辺

単語だけを見て，つまり遠方単語を考慮しなくても多義語の識別が容易かどうか

を調査する．このことにより，遠方単語の影響の有無を確認することができる．

また遠方単語の影響を調査するため，実際に機械学習により得られた規則を用

いて，人間と機械の正解率を比較する必要がある．ここでは機械学習の手法とし

て,NaiveBayes法を用いる．3人の人間力蝋械学習の手法と同様にして，遠方単

語を見ずに語義識別を行なう．3人の正解率の平均を,NaiveBayes法によって得

られた正解率と比較する．結果を表に示す．

人間の方が機械よりも正解率が，ある程度，高くなっている．語義識別におい

て，遠方単語の影響が大きいのであれば人間と機械の正解率はほぼ同程度となる

はずである．しかし，人間が遠方単語を判断材料としなかった場合，その正解率

にはある程度の差がある．これは人間が遠方単語を見て識別した場合と同様の傾

向である．つまり人間が語義識別を行なう際には，遠方単語の影響は小さいと考

えられる．
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4．2

原井力|発電を開た剣I｣核陶罰力淵す剖道罰力1ある

L二蕊菫竺

図4.1:遠方単語と周辺単語

表4.1:人間と機械学習による正解率(%)の比較

未知語

単語

開発

核

精神

乗る

生まれる

かかる

人間

76.3

97.3

84.0

82.3

97.3

85.0

機械学習

65.0

72.0

64.0

66.0

71.0

66.0

対象とした6単語の中で人間が正解し，機械が不正解となったテストデータを

調査した．その結果，人間が正解する場合でも単純に周辺単語にその語義を連想

させる単語が出現するだけであることが多かった．機械がそのようなテスト文で

不正解になるのは，その語義を連想させる単語が訓練データ中に存在しないため

であった．つまりその単語が機械にとっては未知語であったためである．

例として，文脈上に「核物質」という語が存在したとする．人間は,｢物質」とい

う単語から，核兵器という語義をとると連想できる．しかし，機械では訓練デー

タ内に「物質」という単語がなければ語義の連想ができないということである．

このことを確認するために，訓練データに作為的に事例を3個増やして学習を

行なってみる．その事例とは，先に述べた問題となる未知語を含んだ文である．訓

練データ内に事例を増やすことによって，テストデータ内の未知語の数を減少さ

せることができる．具体的には以下の文である．

24



単語

かかる

角

開発

精神

のる

核

角

うまれる

表4.2:追加した事例

事例

･電話がかかった

．お目にかかった

･チームの命運がかかった重要

な試合

･石油開発への貢献が関わって

くる

･油田開発への取り組み

ソフト開発を行なう

･立法の精神を活かす

日本的精神とその現在

･精神的，経済的独立支援

･勢いにのる政党

･脂がのった魚

･雷車にのって出かける

日本の核にいる人物

･地域を核にした生活

･マイネルト核から大脳皮質へ

の投射系に障害がある

･芸術作品が生まれる時代

･事態に動きが生まれる

･演奏の時，生まれる音

25
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･人間

･･･するために核物質が旅・・・

-E連想可能

･機械

･･･するために核物質が旅・・・

て陽ﾃｽﾄデーﾀ内に存在
しない場合連想不可能

図4.2:語義の連想

訓練データ内に事例を増やす前と増やした後のテストデータに対する正解率を

比較した．その結果を示す．

表4.3:データ追加前後の正解率(%)の比較

単語

開発

核

精神

乗る

生まれる

かかる

追加前(％）

65

72

64

66

71

66

追加後(％）

70

75

68

71

75

70

訓練データ内に事例を追加した後は，事例を追加する前よりもどの単語も正解

率が3～5％向上した．このことから人間と機械の語義識別の正解率の差は，未

知語の影響が大きいと考えられる．
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第5章ontheflyの類似語判定

調査結果から，未知語の影響が大きいと考えられる．未知語は登録語数を増やす

ことで回避できそうだが,Zipfの法則によれば未知語は必ず出現するために，静

的に単語を準備しておくアプローチには限界がある．

ここでは未知語の問題を解決するために,ontheHyの類似語判定法を提案す

る．未知語が出現した段階で，与えられた単語群の中からその未知語と最も類似

の単語を選択する手法である．

未知語が出現した段階で，未知語と単語群の各単語とが特徴ベクトルとして，表

現することができれば，単純に距離を測るだけで問題の未知語と最も類似の単語

を選択することができる．

問題はどのようにして，未知語が出現した段階で，その未知語の特徴ベクトル

を得るかである．ここでは新聞記事とWebをそれぞれコーパスに用いる．

まず基底となる単語を100単語選出した(",,"2,…,",00).これは論文[31の結

果を考慮してアドホックに選んだものである．基底となる単語を以下に示す．

未知語uﾉの特徴ベクトルを得るのに,"WUj"をクエリにしてコーパスを元に

検索を行ない共起頻度IDiを求める．そして未知語'"の特徴ベクトルを以下で表現

する．

”=(筈,髻,…,告,…
ここでZはi"を正規化する定数である．

図-惇
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表5.1:基底の単語

ー、
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単語

決定

問題

開催

不審

以上

招致

連勝

主婦

画面

新党

景気

運転

福利

緊急

事実

東京

特別

解散

入院

毎日新聞

伊勢

促進

一部

年間

平安

女性

学生

捜査

行政

病死

本格

救急

人事

現地

機関

融資

最高

安打

搭載

入り

信用組合

政界

後期

負け

二郎

兵庫

同日

私立

影響

課税

厚生省

分析

現金

警察

井戸

朝鮮民主主義人民共和国

準備

戦後

私有

洗濯

目標

故郷

回帰線

い
策
空
島
識

幸
対
航
浮
意
義援金

国有

実業

差別

章一郎

敏夫

個人

高温

世界

装置

手作り

決議

確信

一致

野茂

文藝春秋

状態

協同

住宅

脚光

公示

大江

移植

資金

現場

大会

取材

日曜

葬儀

実習

青葉

日本電信電話
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5.1新聞記事をコーバスに用いた場合

ここでは，未知語切を特徴ベクトルとして表すための共起頻度比を新聞記事か

ら得る方法を試みる．用いたデータは95年度版毎日新聞1年間分である．ここで

は共起の定義として，同一文章中に対象単語と基底の単語が出現していれば共起

しているとする．共起頻度を得る手法としてAccess,C言語を用いる．

Accessとは，マイクロソフト社が開発した「リレーショナルデータベース管理シ

ステム」という類のソフトウェアであり，テーブル，クエリ，フォーム，レポート，

マクロの五つのオブジェクトを組み合わせ，一つのデータベースを作りあげる．

表5.2:Accessにおける各オブジェクトの説明

オブジェクト名 説明

テーブル 元となるデータ

クエリ データの検索，抽出

フォーム 視覚的に理解しやすく，工夫を凝らした操作体

系が可能

レポート 報告書としての印刷物作成

マウス キーボードやマウスの一連の作業の自動化

まず,Accessを用いてコーパスをデータベース化し，共起頻度を得られるフォー

ムを作成した．これは,抽出条件を{/ormsl!{フォーム名11{テキストボックス名lと

することにより作成できる．また,C言語を用いてプログラムを作成した．しか

し，どちらの手法を用いても適当な共起頻度は得られなかった．その理由として，

コーパスと基底の単語との解析結果が異なるということが考えられる．コーパス

は形態素解析ソフト「茶笑」を用いて形態素解析を行なっているのに対し，基底

の単語選出は，形態素解析ソフト「JUMAN」を用いて形態素解析を行ない、人間

によって誤りを修正されたものを用いている．そのため適当な共起頻度を得るこ

とはできなかった．また,Accessを用いた場合，データ容量がl.7GBと大きすぎ

たため処理時間が非常にかかるという問題も発生した．

最適な共起頻度を得る方法として，新聞記事をコーバスにするのは適切ではな

いと考える．未知語を特徴ベクトルとして表すために，適当な共起頻度を得る必

要がある．しかし，新聞記事をコーパスに用いた場合は全ての単語に対応できな

29
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図5.1:作成したフォームによる入出力の例

いという問題がある．

5.2Webをコーバスに用いた場合

ここでは，未知語切を特徴ベクトルとして表すための共起頻度んiをWebから

得る方法を試みる．検索エンジンであるgoogleを用いて，共起頻度を求める．こ

こで共起頻度は検索ヒット数として用いる．Webは情報量が膨大であるため，全

ての単語に対しての適当な共起頻度を得ることができる．特徴ベクトル作成の際

には，適当な共起頻度を得ることが重要であるため，本研究では,Webをコーパ

スに利用し共起頻度を得ることにする．

緯、
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第6章実験

ここではontheflyの類似語判定を語義識別に応用した実験を行なう．

6．1 実験方法

名詞の語義識別ではその名詞が複合語になっていれば，その名詞の直前あるい

は直後の単語によってほぼ語義識別が可能であることが知られている．そこでテ

スト事例の問題の多義語が複合語になっていた場合には，その複合語を訓練デー

タから探し，もし存在すれば，対応する語義を識別結果とする．そしてもしも存

在しなかった場合にontheHyの類似語判定を行なう．この方法は論文[21の複合

語を優先して識別を行なう手法と基本的に同じである．

例えばテスト事例の問題の多義語9が複合語になっており問題の多義語の直前

の単語が”だとする．今，‘伽〃という複合語は訓練データ中に存在しない．しか

し"範,9"，“妬29"，…，“〃"9〃という複合語は訓練データ中に存在するとする．ここ

で未知語を,"，対象の単語群を{〃‘}として先に説明したontheHyの類似語判定

を行なう．最も類似の単語がfであったとき，その"麺"を含む訓練データに対す

る語義を識別結果として返す．

ここでは「開発」に対して実験を行なった．

6.2複合語を利用した識別

「開発」のテストデータ(100問)の中で「開発」が複合語の一部となっていた

のは7'問であった．前後を調べる場合や，重複を含むものもあるので，調査すべ

き未知語は92単語であった．調査した未知語を示す．
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表6.1:調査した未知語
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図6.1:実験の流れ

このうち21問はその複合語が訓練データ中に存在した．この21問に対しては

その複合語を含む訓練データの対応する語義が識別結果となる．正解数を以下に

示す．参考のためにこの21問に対するNaiveBayesでの正解数も示す．

表6.2:複合語を利用した識別

角

6.3ontheHyの類似語判定法を利用した識別

「開発」のテストデータ(100問)の中で「開発」が複合語の一部となっていた

もので，その複合語を構成するもう一方の単語が未知語になっているものは，50

問である．この50問がontheflyの類似語判定の実験対象である．正解数を以下

に示す．参考のためにこの50問に対するNaiveBayesでの正解数も示す．

34
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NaiveBayes

複合語の利用
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w開発

図6.2:ontheHyを用いた実験

表6.3:ontheHyの類似語判定を利用した識別

手法

NaiveBayes

ontheHy

正解数

19

25

35

不正解数

31
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第7章考察

7.1誤り原因

今回の実験で，遠方単語の影響が小さいことがわかった．これは機械学習の手

法に遠方単語の素性を取り入れなくても，十分な語義識別が可能であることを示

している．

また，未知語の影響が大きいこともわかった．語義識別の精度向上には未知語

の解決が重要だと考えられる．通常はシソーラスの作成により未知語の問題の解

決が図られるが，未知語は必ず出現するために,ontheflyによる未知語の解決が

望ましい．

7.2ontheHyの類似語判定法

本方式を用いたことで「開発」の正解率は65％から72％に向上した．人間の

正解率が76％なので，その差は小さくなっている.ontheflyの類似語判定を利

用した識別の正解率が50％であり，この部分の精度を向上させることができれば，

人間の正解率と同等になることも期待できる．

ontheHyの類似語判定法を用いた手法はWebを利用しているために未知語の

解決が図れる可能性はあるが，まだいくつかの課題がある．

第1に，基底の単語の設定が挙げられる．今回は基底の単語として，アドホック

に選定した100単語を用いたが，この100単語が基底として適しているかどうか

は更に実験を重ねて確認する必要がある．

第2に，処理時間の問題が挙げられる．ここではgoogleを用いて検索を行なっ

ているが，1つの未知語に対して100回の検索を行なっている．このために処理

時間がかかっている．次元数を増やすと更に処理時間がかかる．今後，処理時間

を減らす方法も考える必要がある．
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第3に，応用性の問題力嘩げられる．今回は「開発」という一単語の名詞のみで

実験を行なったが，識別対象の多義語が動詞であった場合は，今回のように複合

語となる単語から語義識別を行なう方法を用いることはできない．そのため，複

合語の代わりに識別対象の多義語の周辺単語を調べ，その共起頻度を得てonthe

Hyの類似語判定を行なえば良いと考えている．これを確認し，他の品詞にもon

theayの類似語判定が有用であるかを確かめる必要がある．
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第8章おわりに

本論文では語義識別の誤り原因の調査とontheHyの類似語判定の提案を行なっ

た．語義識別の誤り原因として，遠方単語の影響および未知語の影響の2つの面

から調査を行なった．結果，遠方単語の影響は小さく，未知語の影響は大きいこ

と力轆認できた．

またここでは未知語の問題を解決するためにolltheHyの類似語判定法を提案

した．多義語の「開発」を用いた実験ではその効果を確認できた．

今後の課題としては，基底の単語の選定や処理時間の軽減の問題がある．また

八

動詞への拡張や大規模な実験なども必要である．

ー、
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/*****************************／

クラス数とその総頻度数
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内

intmain(intargc,char*argv[])

｛

FILE*fl;

charbuf[LINESIZE],nametable[TBSIZE][LINESIZE],

wordl[WORDSIZE],word2[WOm)SIZE],word3[WOm)SIZE],

Str[TBSIZE][LINESIZE],*c,*P;

//nametable[][]は1吹元配列の集合

intr,i,j,k,1,flag;
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intcotmttb[TBSIZE],1astid=0;

intcounter=0;

if(argc!=2)quit('!引数の数が違うprogdatafile!');

if((fl=fopen(argv[1],''r''))==MJLL)qUit(I'フアイルが開けない'1)；

while(fgets(buf,LINESIZE,fl)!=肌几L){
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/ー､

while(buf[j]!='lO')

｛

word2[i]=buf[j];

if(word2[i]=='')

｛

word2[i+1]='10';//文字列の最後にlOを追加

ユーー1；

flag=1;/ー、

Ｊ１一一二ｇａｌｆ

●
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０
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士
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・
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・
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strcpy(word3,wordl);
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c=word3;

for(k=0;k<lastid;k++)
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if(k==1astid)

｛

strcpy(str[k],word3);

/ー､
●
●
グ
ー一一

『
０
０
０
ゴ
●
●
ク

、
Ｋ
＋

ｒ
Ｌ
＋

ｎ
Ｄ
月
ユ

ｔ
・
工

七
ｔ
皿
奉

０
１
｛
Ｃ
１
Ｊ

｝

for(1=0;l<lastid;1++)

printf(II%s%d個In%d番目In'',str[1],counttb[1],1+1);

printf(IIIn全部で%d個ある．In'i,counter);

if((r=fclose(fl))==-1)quit(Ⅷファイルが閉じれたqUit(''ファイルが閉じれない'');
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voidqUit(char*s)

｛

Puts(s);exi.t(1);

｝
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/*****************************／

素性とクラスの組み合わせに分割
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intmain(intargc,char*argv[])

｛

FILE*fl;

charbuf[LINESIZE],wordl[WORDSIZE],

word2[WORDSIZE],word3[WORDSIZE],word4word2[WORDSIZE],word3[WORDSIZE],word4[WOm)SIZE]

str[TBSIZE][LINESIZE],*p;

//nametable[][]は1次元配列の集合

intr,i,j,k,1,flag;

intcotmttb[TBSIZE],1astid=0;

，

角

if(argc!=2)quit(Ⅱ引数の数が違うprogdatafile'I);

if((fl=fopen(argv[1],''r''))==NULL)quit("フアイルが開けないi');

while(fgets(buf,LINESIZE,fl)!=NULL){
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strcpy(word3,"");
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内

｝

if((r=fclose(fl))==-1)qUit('!ファイルが閉じれないⅡ);

）

voidquit(char*s)

｛

puts(s);exit(1);

｝
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/*****************************／
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．

・
ｂ
ｇ

ｏ
・
１
ｎ

●
工
『
上
・
１

９
ｑ
ｓ
ｑ
ｒ

●
℃
．
℃
ｔ

ｓ
Ｓ
Ｓ

く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ

、
ｑ
、
ｑ
勺
ｄ

ｕ
ｕ
ｕ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ

●
ユ
・
ユ
・
工

＃
＃
＃

#defineLINESIZE2000

〆､
０

０
０

０
０
０

１
５
２
●
Ｑ
夕ｊ

Ｅ
Ｅ
＊

Ｚ
Ｚ

Ｅ
Ｉ
Ｉ
ｒ

Ｚ
Ｓ
Ｓ
ａ

虹
睡
即
ｍ

Ｂ
Ａ
０
く

Ｔ
Ｎ
Ｗ
ｔ・工

醍
醒
牢
叩

。
１
・
工
・
工

《
工
《
工
《
工
、
ｑ

ｅ
ｅ
ｅ
・
工

．
ｄ
ｄ
Ｏ

＃
＃
＃
ｖ

intmain(intargc,char*argv[])

｛

FILE*fl;

charbuf[LINESIZE],wordl[WOm)SIZE],

word2[WORDSIZE],word3[WOm)SIZE],word4word2[WORDSIZE],word3[WOm)SIZE],word4[WORDSIZE],

str[TBSIZE][LINESIZE],str2[TBSIZE][LINESIZE],*p;

//nametable[][]は1次元配列の集合

intr,i,j,k,1,flag,a,b,c,comlt[TBSIZE];

intcolmttb[TBSIZE],lastid=0;

緯、

if(argc!=2)qUit("引数の数力漣うProgdatafile!I);
●
●
ク
Ｊ１、ＩなすＩ開ｆカレノイ‐アブ０くｔ・工卯ｊＬＬＵＮ

一
一

一
一

、
Ｉ
〃

、
０
ノ

間
ｒ
Ⅱ

３１１Ｋ

●
。
夕

甑
；
；
；
・
‐
一
一（
Ｕ

工
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
Ｃ

ａ
Ⅱ
Ⅱ
仰
Ⅱ
一
一

ｒ
ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
、
ｂ

ｎ
３
Ｄ
３
３
｜
ｌ

ｅ
１
２
３
４
質
）

、
▲
、
ｑ
、
ｑ
、
ｑ
、
ｑ
ａ

Ｏ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
『
上

《
工
Ｏ
Ｏ
０
０
《
工

Ⅳ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
二

二
ｆ
、
〃
１
／
、
ｆ
、
『
上

ｖ
Ｊ
ｖ
ツ
ｖ
ゾ
ｖ
ヴ
ニ

４
上
、
凸
、
△
ｐ
△
ｐ
凸
４
Ｊ

《
工
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
二

ｒ
、
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
・
１

〃
、
、
℃
ｔ
ｔ
七
一
一

《
工
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ａ

・
工
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while(fgets(buf,LINESIZE,fl)!=NULL){

sscanf(buf,'i%s%s%si',wordl,word2,word3);

for(i=0;i<1astid;i++)

｛

●
●
ケｊｌ

、
ｑｒ

、
ノ
Ｏ

〈
Ｕ
Ｗ

二
ｒ
、

二
・
１

、
ノ
Ｏ誠

１
Ｇ
Ｑ
０
－ｔ

＋

ｒ
１
Ｊ

．
℃
・
工

Ｓ
ｒ
Ｌ

９

ｔ皿

ワ
ー
ｏ
ｑ

ｒ
０
０
Ｃ
Ｗ
こ
ぐ
１

壼
叩
〕
基
●
『
’
一
合
。
夕

Ｃ
ｔ
；
主

、
ｒ
Ｌ
皿
幻
窮

ｒ
・
七

ｓ
Ｏ
ａ
、
、
、
士

／
１
ｒ
ｌ
Ｃ

《
工
、
〃

●
『
’
一

ノー、

●
●
夕
ｊ（皇、ｑｒＯＷ

、
１
ノ
，

．
一
Ｊ

・
ユ
・
工

．
℃
ｒ
Ｌ

ｓ
ｒ
ａ
ｔ

『
工
Ｓ

一
一
く

一
一
ｙ

・
工
ｐ

〃
ｔ
Ｃ

《
工
ｒ

・
１
・
ｔ

ｒ
ｌ
Ｓ

lastid++;

count[i]=atoi(wordl);

｝

/~、

strcat(str2[i],word3);

strcat(str2[i],!!!');

strcat(str2[i],wordl);

strcat(str2[i],''!');

//printf(II%s%d番目In'',str2[i],i);
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）

for(b=0;b<1astid;b++)

printf(''%s総頻度%d

if((r=fclose(fl))

｝

MsIn'',str[b],count[b],str2[b]);

==-1)quit('!ファイルが閉じれな1quit('!ファイルが閉じれない11）；

●
凸
タ

』
ｊ

Ｓ
１
－

＊
ｒ
ｌｔ

莚
・
狸

ｈ
ｅ

Ｃ〃
″
■
Ｅ
、
●
Ｑ
タ

七
、
』

・
ユ
Ｓ

叩
試・℃

勺
ｑ
ｕ

・
１
ｐ
《

０Ｖ
ｒ
ｌ

｝

r一1

rへ
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/*****************************／

それぞれの素性毎のクラスと計算結果算出

/*****************************／

ン

ン
ｈ
ｈ
．
．
ｂ

Ｏ
・
工

●
工
『
土

。
。
。
。

●
℃
・
℃

Ｓ
Ｓ
く
く
ｅ
ｅ

、
ｑ
、
ｑ

ｕ
ｕ

ｌ
｛
『
Ｌ

Ｃ
Ｃ
ｎ
ｎ

・
ユ
・
工

＃
＃

●
●
タ

ア

ＪＯ

フ

０１

Ｗ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

〃
１
，

２
ｔ

ｄ
・
工叩

ｒＯＷ
３

ｊ

ｌ

●
●
ロ
今
．
．
Ｌ
】

刎
皿

０

●
●
夕

０

、
、
ロ
０
コ
〃
●
。
〃

１

ｔ
、
』
戸
Ｌ

漣
一

、
ｔ
幻
工

・
１
ｎ
、
ノ
、
ｑ

９
．
１

ｒ

力
Ｊ

１

『
０
Ｊ
ｐ

ｆ

Ｏ

数
り

ｒ
Ｌ
＊
Ｗ

；
駅
‐

●
ロ
グ

の
五

切
虹
或
幻
垂
田

数
”
，

、
、
、
・
工
＊
〈
Ｕ

・
１
Ｃ
３
．
℃
１
１
可
ｊ

Ｌ
Ｌ
Ｄ
ｍ
垂
虹
；
喝
肛

に
Ｅ

、
、
ｒ
Ｓ

Ⅸ
甑

．
‐
垂
垂
睡
沁
Ｃ
０
０Ｗ
Ｄ
△
・
皿
亟

〃

２
３

、
ノ
ｈ
ｈ
Ｃ
ｔ
Ｃ
、
』
ｈ
ｑ
今
〆
、

＊
ｃ
ｃ
〃
１
ｎ
斤
ろ
０
９
ｎ

種
剛
叫
》
》
》
幽
砂
唖
皿
則
叩

ｒ
ｔ
Ｓ
ｔ
ｎ
．
１
・
１
《
工
ｕ
９
二

ｔ
一
ｓ
・
１
ｅ
／
、
＊
ｂ
ｒ
ｅ
。
？
Ｃ

・
１
、
ユ
一
一
ｋ
ｎ
『
Ｌ
〈
Ｕ
亘
）
４
Ｌ

叩
瞳
或
帥
ｅ
ａ

ｍ
証
ｔ
叱
涯
垂
任

・
工

Ｓ
ｇ
ｇ
１
、
Ｉ
ｈ
ｎ
Ｏ
ａ
く
く

．
Ｆ
Ｃ
・
１
ｄ
ｋ
ｆ
ｆ

・
１
ｔ
ｔ
ｔ
血
ｔ
、
１
１

０
ｎ
ｎ
ｎ
ｏ
ｎ

Ｖ
・
１
・
１
・
１
、
ｑ
・
１
ｒ
北

/ー、

qUit("フアイルが開けない'');

内

数のそく壬

ｒ
く
Ｌ
．
，
並
、
ノ
・
１

●
Ｑ
夕

醍
ｒ
；

ｊ

ｊ

Ｌ
Ｓ
皿
；
狸
Ｐ
ｐ
励

沁
皿
◇
，
Ｐ

、
ノ
ｄ

一
一
Ｓ
ｒ
９

嘔
蛇
・
』
ｆ

■
■
Ｕ
●

０
ＯＰ
Ｗ
Ｐ
，
、
ｕ

〃
ぷ
ふ
Ｏ

ｂ

ｊ

９
３
ｍ
ｍ
沁
睡
伽
珈
ｆ
Ｃ

１

ｆ
ｆ
く

ｆ
ｅ

２〈
Ｕ
／
、
／
１
、
ｑ
／
１
ｒ
９
ａ

醒
昭
亟
醒
酔
珈
Ｄ
印

００

”
、
樮
唾
龍
”
ん
一
－

２
３

Ｄ
＆

《
工
Ｓ
ｔ
１
ｓ
ｎ
一
一
・
１

ｕ

陛
呉
、
且
ユ
Ⅱ
割
！
ｋ

、
，
Ｓ

・
工
ｔ
ｏ
・
工
ｔ
戸
グ
Ｓ

く
Ｓ
；
ｋ
ｅ
Ｗ
ｋ
ｅ
１
｛
Ｏ
－
－

ｔ
Ｏ
Ｓ
ｇ
く
Ｓ
ｇ
第
印
ｓ

ｅ
ｖ
ジ

庁
ら
二
一
一
二
、
△
二
二
Ｗ
ｅ
Ｏ

《
工
Ｃ
ｆ
、
『
土
、
坐

ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
ｒ
Ｓ
Ｓ
《
工
・
工

ｅ
０
０
０
ｔ
０
０
ｔ
ｈ

『
工
Ｐ
Ｄ
△
ｐ
今
Ｓ
ｐ
ｐ
ｎ
Ｗ

・
工

・
工

血
江ノ／ %din'',sm);
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数のそく

●
●
〃

ｆ

ｊ

●
ロ
グ

ｔ

Ｓ
、
Ｊ

ｎ

Ｏ
ｓ
・
１

，
凸
ｏ

ｒ

，
。
，
、
ふ

り
＆

、
ｑ
、
ノ
Ｊ

ｒ
Ｓ
、
ｎ

ｏ
Ｏ
価
鹿

Ⅳ
、
＆
分
；

２
９
《
工
、
ノ

《
工
《
工
ｕ

、
ｑ

ｕ
ｕ
勺
、

ｒ

、
、
ｂ
〃
１

０

ｆ
ｔ
／
、
ｒ
・
，
Ｗ

昭
配
酔
悲
‐
‐

．
１
ａ
ｅ
ｅ
述

竝
零
嘩
泣
臥

ｓ
一
・
エ

リ
允

一
ｐ
▲
一
、
ノ

ｔ
・
１
ｔ
４
Ｌ
Ⅱ
リ

摩
或
摩
一
万
二
の

二
二
二
媚
次

ｓ
Ｓ
Ｓ
、
凸

０
０
０
く
柵

Ｐ
ｐ
Ｐ
ｆ
く

・
１
《
工吐

・
工ｒ、

坐
ノノ %dini',h);

kai=keisan(sum,h);

printf(''%s%s%fin'',wordl,word,kai);

｝

sum=h=0;

strcpy(word,!II');

strcpy(wordl,!'");

｝

if((r=fclose(fl))==-1)quit(I'ファイルが閉じれない'');

｝

/ー､

ｊｓ
Ｏ
。
〃

、
坐
＋＋

、
鴫

・
工
、
△

９
『
１
Ｊ
、
■
ノ

Ｆ
Ｉ
Ｌ
，

ｆ

ｕ
，

膿
Ｕ

一
一

五
一
一

ｈ
ｌ
Ｃ
Ｓ

ｒ
ｋ
Ｏ

ｅ
ｐ
基
・
ｐ

Ｃ
ｒ
Ｌ
ｓ

ａ
《
工
Ｏ

、
△
ｕ
、
＆

Ｓ
、
Ｄｒ
ｋ
ｎ

狸
唾

ｐ
・
工、
Ｋ
・
工
ｔ
池
垂

ｓ
・
℃、●
１
ｒ
北
、
ｒ

/~、

intget_string(charbuf[],charword[],intpos)

｛

inti=0;

charc;

ｊ

、
●
夕
勺
グ

ー
一
ｊ

ｎ
一
一

画
１
．

．
，
ｔ
、
ノ

４
Ｌ
ｅ
ｌ
Ｊ

－
ｒ
ＳＯ

ｎ
、
ノ
、
各

ｒ
ｊ
ｒ
Ｌ

ｕ
ｎ
ｆ
－

ｔ
、
、
ｕ

ｅ
３
、
Ｄ

ｒ

一
一
一
一

、
ノ
ニ

ー

Ｃ

一
１
く
ｓ
／
’

二
０
．
Ｊ

一
一
祠
〕
ユＥ

Ｓ
《
工

０
ｕ

、
基
ｂ

く
く
くｒ

《
工
《
工
０

．
１
・
１
《
工 "(c!='､n');pos++){
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●
Ｑ
〃

＋＋
・
工

◆
●
〃

ゆ
●
〃

Ｃ
Ｊｎ
Ｕ

二
○
１
，Ｊ

１．ユ

ー
ー

に．
１
Ｊ

ｒ
・
１

０
ｒ
Ｌ

Ｗ
、
ｑｒＯ

、
』
Ｗ

returnpos;

｝

intget_integer(charbuf[],int*h,intpos)

｛

inti=0;

charc,num[10];
/ー、

一
一

、
０
．

ｒｕ
、
ノ

．
，
ｔ
可
』

１
－
ｅ
Ｓ
ｒ
０，
ユ

、
、
ノ
ｒ
Ｌ

ｒ
Ｊ
ｆ
－

ｕ
ｎ
ｕ

ｔ
、
、
ｂ

ｅ
ｊｒ
二
一
一

、
ノ
二
Ｃ

１
く

一
可
』
〃
ｔ

ｓ
・
３

二
Ｏ

二
、
△ｆ

Ｓ
《
工

０
ｕ

ｐ
今
ｂ

く
く
くｒ

《
工
《
工
０

．
１
・
工
《
工

－1；

》

'In');pos++)')&&(c!=

｛

●
Ｄ
Ｆｊｍｎく

・
工Ｏ誠

●
Ｄ
Ｐ

一
一

十

十
。
、

・
工
＊

●
●
夕

●
●
夕

（
』
，ｎ
Ｕ

－
－
、
、，

１．
１
一
一

ｔ

皿
、

、
ｒ
Ｌ皿

』

returnpos;

｝

/~、

ｊｖ
ジ

・
℃、

●
一
■
－

３
ｘ

●
●
〃

・
℃
、
ノ

、
〈
Ｕ

・
１

（
Ｕ

く

１

皿
識

Ｓ

く

・
１

〃
／

ｅ
・
９
、
ノ
・
３

，
Ｋ
ａ
４
Ｌ
ａ

●

ｅ
ｅ
〈
Ｕ
ｎ

ｌ

『
Ｌ
＋
ｒ

血
叱
句
、

０
Ｏ
一
一
ｅ

○
ｑ
ｒ
北
、
ｑ
ａ
ｒ
１
Ｊ

voidqUit(char*s)

｛

puts(s);exit(1);

52



/*****************************／

データベース作成

/*****************************／

#include<stdio.h>

ンｈｍｂ
ン
．
ｈ
ｎ
・
ノ
－
ｍ
ｔ

勺
、
ｎ

、
ｑ
Ｃ

頁
）
《
工

く
く
ｅ
ｅ

、
ｑ
、
ｑ

ｕ
ｕ
ｌ
ｌ
Ｃ
Ｃ
ｎ
ｎ

．
１
・
１

＃
＃

#include<string.h>

#defineLINESTZE1000

voidquit(char*);
戸、

intmain(intargc,char*argv[])

｛

FILE*fl,*fopen();

intr,i,j,k,flagl,flag2;

charline[LINESIZE],clml[LINESIZE],

clm2[LINESIZE],clm3[LINESIZE],str[LINESIZE],*p;

DBM*mydb;

datumkey,content;

内

if(argc!=3)qUit('!引数の数が違う");

/*progdatafiledb-filename*/

if((fl=fopen(argv[1],IIr1i))==NULL)qUit(I'フアイル1が開けない'');

mydb=dbm_open(argv[2],(0_RDWRIO_CREAT),0640);

while(fgets(1ine,LINESIZE,fl)!=皿几L){

●
ロ
グ
０一一２
９
．
，
；

ａ
ｊ
ｊ

ｌ
Ⅱ
Ⅱ

ｆ
伽
Ⅱ

一
一
９
９

１
１
２

９
ｍ
ｍ

ａ
１
１

１
Ｃ
Ｃ

ｆ
く
く

こ
ｙ
ｙ

ｋ
ｐ
ｐ

ｌ
－
Ｃ
Ｃ

●
』
ｒ
ｒ

ｌ
－
七
ｔ

・
ユ
Ｓ
Ｓ

//初期化
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巳
●
夕

、
ロ
日
厚
夕
の
●
〃

Ⅱ
、
０
ノ

０
１
３
Ｗ

【
。
９

ｍ
ｒ

『
坐
、
℃

Ｃ
Ｓ
く
く
ｙ
ｙ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
ｒ
ｒ
ｔ
ｔ
Ｓ
ｓ

Ｃ
●
夕

ｊ

＋
，
＋
ｎ

ｌ

、
、

口
。
ｊ

ｊ

ａ
・
り
一
一
・
９

Ｊ

『
工
、
ノ
一
一
１
ノ

ハ
Ｕ
《
工
ｒ
「
』
ｒ

、
、
・
七
・
１
ｔ

ｊ

ｊ

Ｓ

Ｅ

Ｓ

二
；
』
；
，
ｒ
；
３

■
■
■
。

１

１
イ
ェ

↑
し
ｊ
つ
〕

１

．
１
Ｊ
Ｊ

〈
Ｕ
ｍ
Ｓ
（
Ｕ
皿

・
Ｊ
Ｐ
Ｌ
二
Ｊ
、
１
、
１

Ｅ

ｅ
一
一
（
二
Ｊ
Ｃ
；
；
毎
厘
ｊ
Ｃ

ｅ
ｎ
可
』
二
二
〃
１
１
０
ｎ
座
二
／
ｋ

ｎ
・
工
．
『
』
二
可
』
ｖ
》
二
一
一
可
』
ｖ
》

・
ユ

『
八
ｒ
Ｌ
１
．
１
、
ユ
；
ワ
ー
１
１
．
１
、
ユ

ー

ニ
ｅ
ｇ
ｒ
Ｌ
Ｃ
１
賃
）
賃
）
二
ｒ
Ｌ
Ｃ

く

１
Ｊ
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
一
ａ
ａ
二
ｒ
ｒ

ｅ
・
工
・
工
『
上
．
℃
ｔ
一
一
１
｛
『
上
２
ｔ
ｔ
１
Ｊ

１
Ｅ
１
ｆ
Ｓ
Ｓ
・
ュ
ｆ
ｒ
Ｉ
毛
ｆ
ｓ
Ｓ

・
ユ

ｒ
／
、
／
１
ｒ
１

曲
鈍
迂
正
ａく

ｒ
ｌ
《
工・

工

//flagl==の数

角

//最後でi++されるのでi=-1

●
●
〃
●
●
夕

＋
＋
＋
＋

●
１
…
』

角

｝

●
Ｑ
グ

ー

、
ノ
Ｃ

１
ｌ
皿
ｎ
ｌ
ｅ

Ｃ
。
，
１

ｆ
ｔ
Ｑ
〕
ｒ

ｎ
ｍ
ｔ

ｅ
ｌ
｛
Ｓ

・
，
句
土
Ｃ

１
｛
ｒ
二

ｍ
ｔ
ニ

ー
｛
Ｓ
ｅ

Ｃ
ｒ
ｚ

二
ｔ
・
１

一
一

ｅ
叩
鮨

ｒ
Ｚ
。
・

ｔ
・
１
ｔ
ｔ

Ｄ
▲
Ｓ
ｎ
ｎ

ｄ
、
。
ｅ
ｅ

●

。
・
℃
・
℃

ｖ
ジ
ｖ
Ｊ
ｎ
ｎ

ｅ
ｅ
Ｏ
０

，
Ｋ
勺
Ｋ
ｃ
ｃ strlen(clm3);

if(dbm_store(mydb,key,content,DBM_INSERT)<0)

qUit("登録できない'i);
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r-i

ｲヘ

｝

｝

if((r=fclose(fl))

dbm_close(mydb);一

voidqUit(char*s)

｛

==-1)qUit(''ファイル1が閉じれない");

printf(s);putchar('In');

exj.t(1);

）
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/*****************************／

データベース検索

/*****************************／

#inc]nde<stdio.h>

シｈ●ｍｂ
ン
．
ｈ
ｎ
。

β
ノ
－

，
㎡

、
ｑ
Ｃ

《
ら
《
工

く
く
ｅ
ｅ

、
ｑ
ｄ

ｕ
ｕ

『
１
１
｛

Ｃ
Ｃ
ｎ
ｎ

●
１
・
工

＃
＃

#include<string.h>

角
#defineLINESIZE1000

voidquit(char*);

Ｃ
Ｑ
タ
ＪＥＺＩ

ｊ

Ｓ

Ｊ

Ｅ

ｆ

Ｎ

駅
矼
亟
皿
＊
皿●■夕『‐‐
｛

て
缶
ら
Ｃ

ａ
ａ
，

、
、
『
土
可
Ｊ

Ｃ
；
《
工
【
且

、
ノ
２
Ｚ

り

く
ｋ
Ｉ

Ｃ
ｎ
，
Ｓ

ｇ
ｅ
・
Ｊ
Ｅ
・
，

垂
叩
上
、
凱

戸
工
３
・
Ｌ
ｖ

，
℃
＊
ｅ
ｒ
Ｌ
。
〃
９

，
ｇ
ｚ
ｅ
、
，
ｖ
ゾ

・
１
４
１
・
１
ｎ
勺
ｑ
ｅ

く

《
工
Ｓ
・
工
Ｖ
》
、
Ｋ

ｎ
＊
９
１
－
皿

・
１
ｒ
＊
皿

ａ
【
Ｌ
ｎ
ｍ
睦
即
誠

皿

七
Ｆ
・
工
Ｃ
Ｄ
ｄ

ｎ・
工
ｒ
工

倖、

if(argc!=3)qUit(''引数の数が違うi');

/*progdatafiledb-filenam､/

●
●
夕
Ｊ１９，℃ｖなすＩ開３カレノ

イ
化

ア

期

フ
初／

１９く

〃
ノ
ー

し
。
〃

弓
ユ
、
１
ノ
ｒ
ご
Ｌ

叩
“
、

塔
ｊ
妬
皿

Ｌ皿
叫
』
．

二
Ｎ
二
０
Ｊ

刀
即
皿

Ⅱ
一
〃

工
０
Ｅ

Ⅱ
，
Ｚ

Ｄ
『
』
Ｉ

『
』
２
Ｓ

１
芦
Ｌ
Ｅ

ｆ
甑
、
沁

率
は
乱
川
，
；

〃
ｋ
ｎ
ｎ
幻
上
《
Ｕ

函
犀
皿
、
ま

ｐ
＆
Ｏ
／
Ｉ
Ｃ
ａ

Ｏ
一
ｓ
／
１
ｌ
｛

《
工
ｍ
ｔ
ｙ
《
工

、
ｂ
ｅ
、
ユ
ニ

ニ
ｄ
頁
）
Ｃ
、
ｋ

《
工
ｒ
二

１
－
二
〃
１
ｔ
帝
Ｊ

《
工
ｅ
Ｓ

Ｋ
⑰
皿

戸
工
ｖ
ツ
。
、

・
１
ｍ
Ｗ

while(1ine[j]!='In')

｛
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●
●
夕
Ｊ１・１ＥｊｒｔＤ▲

、
ｑ

可
上ａｖくく証

●
○
ク

ｈ

●
●
ク

ｊ

Ｃ

ｊ

ｙ
ｔ

ｌ

ｅ
ｕ

皿
ｋ
ｐ
聖

可
坐
９
，
０
ノ

《
し

、
，
＋

／
、
。
，
ｄ
＋

、
、
ノ
Ｖ
》
・
１

ｅ
幻
上
、
；

。
Ｊ
『
上
皿
／
、
ｅ
；

、
ロ
タ

ー
ー
ｒ
『
上
。
、
ｚ
ｅ

ｍ
ｔ
Ｃ
Ｃ
・
工
ｚ
；

』。』

・
９
『
上
ｓ
〃
↑
し
Ｓ
・
１
、
ノ

に

』
Ｃ
柵
ｅ
、
ｑ
Ｓ
Ｊ

ｅ
〈
Ｕ
二
《
工
・
く
ｎ

ｎ
１
，
二
ｓ
一
『
上
・
工
、
、

・
工

ｊ

ｅ
”
ん
皿
ａ
，

炉
睡
迄
０
北
ｖ
・
‐
く

１一一

ｋ
Ｐ
Ｓ
ｆ
二
却
亟

１

ｋ
声
Ｌ
ｄ
ｄ
ｔ
二
・
１
ｈ

』
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
』
●
○
タ
●
Ｑ
ク

４
１
・
・
ｎ
ｅ
ｒ
ｋ
Ｃ

４
Ｌ
＋
＋
、
ｖ
》
ｖ
妙
・
１
１
Ｚ
ｒ
ｔ

ｍ
＋
＋
『
土
ｅ
ｅ
ｒ
ａ
・
工
Ｏ
ｕ

『
工
、
Ｋ
。
『
』
、
士
Ｃ
、
ｋ
○
Ｋ
、
凸
ｖ
Ｓ
Ｐ
工
Ｄ
Ｌ

Ｃ

戸､

｝

==-1)qUit(''ファイル1が閉じれない");if((r=fclose(fl))

dbm_close(mydb);

｝

voidqUit(char*s)

｛

printf(s);putchar('In');

exit(1);

P，

｝
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/*****************************／

素性のクラス毎に分ける

/*****************************／

シ
ン

ン
ｈ
ｈ

ｈ
．
．

．
ｂ
ｇ

Ｏ
・
１
ｎ

●
１
『
土
・
工

、
。
９
ｑ
ｒ

・
℃
、
℃
、
℃

Ｓ
Ｓ
Ｓ

く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ

、
ｑ
、
ｑ
、
ｑ

ｕ
ｕ
ｕ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ

．
ユ
・
工
・
工

＃
＃
＃

#defineLINESTZE256

r～、

０
０

５
０
０

１
５
２
●
●
〃ｊ

Ｅ
Ｅ
＊

Ｚ
Ｚ

率
虹
虹
垂

函
唾
皿
仙

Ｔ
Ｎ
Ｗ
ｔ・ユ

ェ
正
正
叩

●
ユ
・
１
・
ユ

玉
ｆ
ｆ
ｄ

ｅ
ｅ
ｅ
・
工

○
ｑ
。
。
、
ｑ
Ｏ

＃
丑
”
＃
ｖ

intmain(intargc,char*argv[])

｛

FILE*fl;

FILE*f2;

charbufl[LINESIZE],buf2[LINESIZE],/－1

wordl[WOm)SIZE],word2[WOm)SIZE],word3[WORDSIZE],

word4[WORDSIZE],word5[WORDSIZE],str[TBSIZE][LINE

//nametable[][]は1次元配列の集合

intr,i,j,k,1,flag,counter;

intcounttb[TBSIZE],1astid=0;

[LINESIZE],*p;

if(argc!=3)quit(Ⅲ引数の数が違うprogdatafile'');

if((fl=fopen(argv[1],1ir''))==NULL)

quit(I'ファイルが開けない'');

if((f2=fopen(argv[2],''r''))==NULL)
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quit("ファイルが開けない'');

●
●
ク
ハ
Ｕ
。
，
。
，
．
，

｜
’
、
１
ノ
、
１
ノ
、
ｉ
ノ

ｒ
Ⅶ
Ⅶ
Ｗ

ｅ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

↑
し
９
１
９

皿
虹
埋
鵡

０
ｒ
ｒ
ｒ

Ｃ
０
０
Ｏ

二
Ｗ
Ｗ
Ｗ

賃
）
ｒ
Ｋ
〃
ｋ
ｒ
ｋ

ａ
ｖ
ジ
ｖ
》
ｖ
》

１
｛
、
坐
、
△
、
凸

《
工
Ｃ
Ｃ
Ｃ

二
ｒ
ｒ
ｒ

１
｛
ｔ
ｔ
ｔ

二
ｓ
Ｓ
Ｓ

、
Ｋ

一
一

●
口
０
０
０
０
－
》

一
一

・
１

//classのファイル処理

while(fgets(buf2,LINESIZE,f2)!=皿几L){

sscanf(buf2,''%s%sI',wordl,word2);

strcpy(str[i],wordl);
角

//printf("%sIn'',str[i]);

i++;

｝

//TESTのファイル処理

while(fgets(bufl,LINESIZE,fl)!=NULL){

j=k=0;

strcpy(word4,'i'');

strcpy(word3,'''');

内

ｊ

ｊ

Ｏ
１

一
一
一
一

一
一
一
一

毛
輻
１
１
ｆ
ｆ
＆
肱

＆
．
，
＆

ｊ

ｊ

●
■
″
。
〃

Ｊ

ｊ

ｌ

ハ
Ｕ
・
１
Ｊ
１
９
ｊ

Ｑ
１
、
Ｆ
Ｉ
Ｌ
一
一
Ｑ
Ｊ
二

Ｊ

１
一
一
ｄ
二

一
一
ｆ
《
〕
ｒ
Ｊ

ｕ
ｋ
Ｏ
ｋ

ｌ

、
、
ｒ
Ｌ
Ｗ
ｒ
Ｌ

・
１
Ｊ
二
ｑ
〕
〃
Ｉ
Ｌ
。
〃
ｑ
〕

ｆ

ｌ
－
ｄ
ｙ
ｌ
ｄ

ｌ
ｋ
ｒ
ｐ
二
；
ｒ

ｆ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
ｇ
ｌ
Ｏ

ｕ
３
Ｗ
ｒ
ａ
一
Ｗ

ｂ
ｄ
く
ｔ
１
二
く

く

ｒ
《
工
Ｓ
《
工
、
Ｋ
《
工

ｅ
０
．
１
ｒ
ｔ
氷
Ｊ
・
１

『
Ｌ
Ｗ

・
１
ｒ
工

、
ｎＷ
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－

ｅ
ｏ
Ｆ
ｊｌ

１
Ｊ

に

１

ｒ
二
ｔ
二

ｓ
亘
）

２

ａ

４
１
．
ｒ

◆
●
夕

ｒ

ｊ

Ｏ
ｎ
挺

ｑ
〕
Ｗ
、
鹿

、
ｑ
９
．
２

ｒ
、
ノ
Ⅱ
、
ノ
３

０
＋
、
Ｍ
ｎ

；
Ｗ
＋
１
１
Ⅶ
、
、
；

〃
３
１
－
Ｓ
３
，
、
ノ

〈
Ｕ
４
《
；
”
ん
ｑ
〕
一
一

１
、
、
ｑ
・
１
、
ｑ
’
一

Ｊ
ｒ
く
Ｓ
ｒ
１
Ｊ
９

二
０
１
一
り
ん
０
，
Ｋ
〔
ｄ

Ｔ
ｊ
Ｗ
；
Ⅱ
Ｗ
ｒ
Ｌ
、
ｑ

、
Ｋ
／
、
《
Ｕ
ｒ
ｋ
ｆ
ｋ
ｑ
〕
ｒ

ｒ
Ｌ
ｖ
ヴ
二
《
工
ｖ
ザ
、
ｑ
ｏ

ｎ
。
Ｄ
聖
『
上
ｔ
Ｄ
聖
；
工
Ｗ

、
ｑ
Ｃ
〃
ｋ
ｎ
Ｃ
劃
１
０
．
９
〃
ｔ

ｒ
ｒ
ｒ
・
１
ｒ
一
Ｗ
〈
Ｕ
ｖ
》

０
ｔ
ｏ
ｒ
ｔ
ニ
グ
、
二
ｐ
坐
；
；

Ｗ
Ｓ
《
工
、
坐
Ｓ
、
Ｋ
、
ｒ
《
工
頁
）
；
Ｃ
、
』
＋
＋
、
ｒ

ｒ
ｌ
・
工
ｒ
五
ａ
幻
上
ｒ
＋
＋

１
’
七
．
「
Ｊ
・
ｋ

ｆ
二
Ｓ
ｋ

r索、

｝

r-1
if((r=fclose(fl))==-1)qUit(I'フアイルが閉じれない'');

｝

●
Ｏ
夕

ｊ

ｊ

ｓ
４
Ｌ

＊
〃
、・も

垂
・
趣

ｈ
ｅ

Ｃく

Ｂ
Ｇ
夕

・
℃
、
ノ

・
工
Ｓ

叩
釧唾

、
ｑ今
１
、
＆

Ｏ

ｖ
ｒ
北
Ｉ
Ｊ
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/*****************************／

各クラスの計算結果

/*****************************／

ン
シ

ン
ｈ
ｈ

ｈ
．
．

．
ｂ
ｇ

Ｏ
・
工
ｎ

．
１
『
上
・
工

．
、
ｑ
ｒ

ｔ
ｔ
ｔ

Ｓ
Ｓ
ｓ

く
く
く

ｅ
ｅ
ｅ

、
ｑ
、
ｑ
、
ｑ

ｕ
ｕ
ｕ

１
－
１
『
上

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｎ
ｎ
ｎ

●
工
・
工
・
ユ

＃
＃
＃

#defineLINESIZE256

へ

０
０

５
０
０

１
５
２
。
■
〃ｊ

Ｅ
Ｅ
＊

Ｚ
Ｚ

Ｅ
Ｉ
工
ｒ

Ｚ
Ｓ
Ｓ
ａ

虹
疵
即
ｍ

Ｂ
Ａ
０
く

Ｔ
Ｎ
Ｗ
ｔ・工

正
醍
醍
叩

●
１
・
１
・
１

ｆ
ｆ
ｆ
ｄ

ｅ
ｅ
ｅ
・
１

．
ｄ
ｄ
○

＃
＃
＃
ｖ

intmain(intargc,char*argv[])

｛

FILE*fl;

charbuf[LINESIZE],wordl[WORDSIZE],

word2[WORDSIZE],word3[WORDSIZE],

word4[WORDSIZE],str[TBSIZE][LINESIZE],*p;

//nametable[][]は1次元配列の集合

intr,i,j,k,1,flag;

doublecounttb[TBSIZE];

intlastid=0;

角

if(argc!=2)quit(11引数の数が違うprogdatafile!I);

if((f1=fopen(argv[1],'ir''))==皿几L)quit(側フアイルIquit(側フアイルが開けない'');

while(fgets(buf,LINESIZE,fl)!=NULL){

i=j=flag=k=0;

strcpy(wordl,i''');
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●
Ｑ
夕
●
Ｑ
夕

』
Ｊ
１
０
０
０９
９

（
二
ｑ
〕

、
ｑ
。
ｄ

工
ｒ
Ｏ
０
Ｗ
Ｗ
く
く

Ｖ
ジ
ｖ
ザ

ｐ
凸
ｐ
上

Ｃ
Ｃ
ｒ
ｒ

・
℃
、
℃

Ｓ
Ｓ

sscanf(buf,'i%s%s%sII,wordl,word2,word3);

if(word3[O]=='IO')strcpy(word3,"0");

//printf(II%s%s%sIn",wordl,word2,word3);

●
●
夕Ｊ

Ｑ
）
、
ｄｒＯ

ｊ

Ｗ

０
くｆ
二
Ｏ
二
ｔａ

ｊ

＋

２
１
．
ｋ
ｒ
Ｅ
Ｏ
ｂ
Ｗ
ｔ皿

ｐＪｋＥ

Ｏ

ｒ
Ｃ

ｊ

‐
℃
一
一

十
ｓ
可
Ｊ

＋
ｆ
ｋ
、
Ｋ

叩
Ｍ

ｋ●Ｑ
Ｆ

Ａ
ｕ
Ｃ
ｔ
；
皿
越
耶
Ｊ

・
ユ

ｒ

，
℃
・
℃

ｓ
Ｓ

ａ
〃
１
ｒ
ｌ
Ｏ
ｒ

ｌ
｛
Ｃ
も
ｂ

く
《
工

ｋ
・
工
Ｉ
Ｊ

・
Ｊ
ｌ

Ｏ一一ｋくｒＯ《工

/へ､

if(k==lastid)

｛

strcpy(str[k],word2);

戸、

●
●
〃

ｔ

ｊ

ｓ
・
１

呪
叩

３ｄ

ｒ
く
０
ｆ
ｊ

Ｗ
ｔ
ｌ

く

、
一

《
工
・
１

０
ｒ
二

誠
Ｐ
一
一

一
一
ｊ
ｊ

『
Ⅱ
Ⅱ
０
》
●
Ｑ
〃

＋
、
ノ

○
Ｋ
＋
＋
４
Ｌ

ｒ
Ｌ
＋
完
Ｌ
《
工

。
，
、
ｑ
；
ｆ
ｌ

ｔ
・
工
、
ｑ
ｅ

，
℃
、
℃
・
１
Ｓ

皿
奉
註
ｍ

Ｏ
、
上
ａ
Ｃ

Ｃ
、
〃
１
－
《
工

く１
二

●
●
夕〈
Ｕ
ｒ

二
／
、

旬
上
〃
ｌ

ｒ
ｋ
《
工

工
・
１

，
土
Ｏ《
工
、
土

printf("%s%lfIn'',str[1],counttb[1]);

==-1)quit(I!フアイルが閉じれないI');

voidquit(char*s)

｛
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’
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1ハツ
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－

p'rts(s);exit(1);

）
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